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調査結果及び考察を記入、する。
状況写真は別途整珀lす る。
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技術 開発課題 完了報 告書

ヒノキ耐陰性系統選抜法

昭和56～ 60年度 水 俣 営 林 署

非皆伐施業における樹下植栽技術開発の一環として, ヒノキ耐陰性品種の選定を行う。

1.生長量…クローン別にみても樹高,根元径,枝張り共に,優劣の差は小さく平均している。

2.照度……照度の低下で芯枯れ,下枝の枯れ上り等,植栽木の生長を阻害しているので受光調

整伐の必要があった。

3 枯損原因…殆んど照度不足によるものである。活着もクローン別に大差はなかった。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

伐 採 の 方 法

れα当た り本数

Ry  こノ章 0.68を10.60

開発経過と調査内容

1.試験地の設定及び方法

(1)試験対照林分 (上山国有林 29ら林小班,ス ギ,ヒノキ29年生人工造林地)の 相対照度30

%確保のため, スギRy O.83を 0.77に , ヒノキRy O.68を 0.60に それぞれ間伐 (本数

率 20%)を実施 した。

(2)育菌および植付

ア.1回床替  2年 生苗を56年 3月 に樹下植栽した。
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イ.植付系統   姶良 2号外15系統,1,600本植栽

ウ.植付間隔   1.5π × 15π

工.1系統 100本を 1プロット10本で10プ ロット設定

オ 面積  0.67 Zα

2.調査内容および方法

(1)生長量調査方法は, 1系統 1プ ロット5本の固定 (5本 ×10プ ロット=50本 )調査木を

樹高,根元径,枝張を毎年11月 に調査した。潰1定単位は樹高π根元径ππ枝張り5mと し

た。

(2)照度調査方法は, 1プ ロットに 5点の固定浜1定値 (5点 ×10プ ロット=50点)を設定し,

生長量測定時に測定高 1.2π の所を測定した。

(3)枯損原因調査は,気象,獣害,照度に分類して毎年11月 に調査した。

評価及び普及指導

一部受光量の多い箇所で生長が良いところもあるが,樹高生長量,根元直径生長量共にクローン

別にみても大差はなく平均している。

_相対照度は設定当時から毎年低下しており,受光調整伐も行われていない状態で照度不足による

枯損が見受けられ,現在の照度では生長量は期待できないが,完全に桔死することはないが,今後

耐陰性系統の調査を行う場合相対照度別に試験地を設定調査を行う必要がある。
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